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(57)【要約】
　スイッチモジュール、駆動モジュール、補償モジュー
ル、有機発光ダイオード、第１走査線、第２走査線、デ
ータ補償線を備える複数行の画素回路を提供することと
、第１走査線を介してスイッチモジュールをオンにする
ことにより駆動モジュールを起動し、第２走査線を介し
て補償モジュールをオフにすることによりデータポート
からデータ信号を出力し、データ補償線、スイッチモジ
ュール及び駆動モジュールを介してデータ信号を有機発
光ダイオードに伝送して表示することと、有機発光ダイ
オードを起動し、第２走査線を介して補償モジュールを
オンにし、第１走査線を介してスイッチモジュールをオ
フにすることにより、有機発光ダイオードに対して補償
検出を行い、補償が必要の場合に補償ポートを介して補
償信号を出力し、データ補償線及び補償モジュールを介
して補償信号を有機発光ダイオードに伝送して行ごとに
表示及び補償を行うことと、を含む画素回路駆動方法。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素回路駆動方法であって、
　複数行の画素回路を提供することと、その中において、各行の画素回路はいずれも、ス
イッチモジュールと、駆動モジュールと、補償モジュールと、有機発光ダイオードと、第
１走査線と、第２走査線と、データ補償線とを備え、前記第１走査線が前記スイッチモジ
ュールに接続され、前記スイッチモジュールが前記駆動モジュールにさらに接続され、前
記スイッチモジュールが前記データ補償線にさらに接続され、前記駆動モジュールが直流
電圧を受信し、かつ前記有機発光ダイオードに接続され、前記第２走査線が前記補償モジ
ュールに接続され、前記補償モジュールが前記駆動モジュール及び前記有機発光ダイオー
ドにさらに接続され、前記複数行の画素回路におけるデータ補償線が同一であり、前記デ
ータ補償線が駆動チップのデータポート、補償ポート及び検出ポートに接続されており、
　第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオンにすることにより前記駆動モジュー
ルを起動するとともに、第２走査線を介して前記補償モジュールをオフにすることにより
前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジュ
ール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して表
示することと、
　前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールをオンにす
るとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより、有機発
光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポ
ートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記
補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことと、を含み、　
　かつ前記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行うことを特徴とする画素
回路駆動方法。
【請求項２】
　前記スイッチモジュールは第１トランジスタであり、前記駆動モジュールは第２トラン
ジスタであり、前記補償モジュールは第３トランジスタであり、
　前記第１走査線が前記第１トランジスタのゲートに接続され、前記第１トランジスタの
ドレインが前記データ補償線に接続され、前記第１トランジスタのソースが前記第２トラ
ンジスタのゲートに接続され、前記第２トランジスタのドレインが前記駆動チップの電圧
ポートに接続することにより前記直流電圧を受信し、前記第２トランジスタのソースが前
記有機発光ダイオードのアノードに接続され、前記有機発光ダイオードのカソードが接地
され、前記第２走査線が前記第３トランジスタのゲートに接続され、前記第３トランジス
タのドレインが前記データ補償線に接続され、前記第３トランジスタのソースが前記有機
発光ダイオードのアノードに接続されていることを特徴とする請求項１に記載の画素回路
駆動方法。
【請求項３】
　前記第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオンにすることにより前記駆動モジ
ュールを起動するとともに、第２走査線を介して前記補償モジュールをオフにすることに
より前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモ
ジュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送し
て表示することは、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力し、前記第２走査線を介してローレベ
ルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオフにし、前記第１トランジスタ
をオンにし、前記第２トランジスタをオンにし、前記データポートからデータ信号を出力
し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジュール及び駆動モジュールを介して前記デ
ータ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して表示することを含むことを特徴とする請求
項２に記載の画素回路駆動方法。
【請求項４】
　前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールをオンにす
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るとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより、有機発
光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポ
ートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記
補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことは、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、前記第２トランジスタをオンにし、前記有機発光ダイオードを起動すること
と、
　前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介してハイレベ
ルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データ補償線及び
前記第３トランジスタを順次に介して前記有機発光ダイオードの電流を検出することと、
　補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、前記
データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオード
に伝送して補償を行うことと、を含むことを特徴とする請求項２に記載の画素回路駆動方
法。
【請求項５】
　前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールをオンにす
るとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより、有機発
光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポ
ートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記
補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことは、
　前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオフにし、前記第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介してハイ
レベルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データポート
からデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記
データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発光ダイオードを起動すること
と、
　前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して有機発光ダイオードの電流を検出
することと、
　補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、かつ
前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオ
ードに伝送することと、を含むことを特徴とする請求項２に記載の画素回路駆動方法。
【請求項６】
　前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介してハイレベ
ルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データポートから
データ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記デー
タ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発光ダイオードを起動する前に、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、前記データポートからローレベルの信号を出力し、かつ前記データ補償線及
び前記第１トランジスタを介して前記ローレベルの信号を前記第２トランジスタに伝送す
ることにより、前記第２トランジスタをオフにすることをさらに含むことを特徴とする請
求項５に記載の画素回路駆動方法。
【請求項７】
　有機発光表示装置に適用する画素回路グループであって、
　前記画素回路グループは、複数行の画素回路を備え、
　各行の画素回路はいずれも、スイッチモジュールと、駆動モジュールと、補償モジュー
ルと、有機発光ダイオードと、第１走査線と、第２走査線と、データ補償線とを備え、
　前記第１走査線が前記スイッチモジュールに接続され、前記スイッチモジュールが前記
駆動モジュールにさらに接続され、前記スイッチモジュールが前記データ補償線にさらに
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接続され、前記駆動モジュールが直流電圧を受信し、かつ前記有機発光ダイオードに接続
され、前記第２走査線が前記補償モジュールに接続され、前記補償モジュールが前記駆動
モジュール及び前記有機発光ダイオードにさらに接続され、前記複数行の画素回路におけ
るデータ補償線が同一であり、前記データ補償線が駆動チップのデータポート、補償ポー
ト及び検出ポートに接続されており、
　表示段階において、前記第１走査線は、前記スイッチモジュールをオンにすることによ
り前記駆動モジュールを起動するように構成されており、前記第２走査線は、前記補償モ
ジュールをオフにすることにより前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記デ
ータ補償線、前記スイッチモジュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記
有機発光ダイオードに伝送するように構成されており、
　検出後の補償段階において、前記有機発光ダイオードが起動され、前記第２走査線が前
記補償モジュールをオンにするように構成されており、前記第１走査線が前記スイッチモ
ジュールをオフにするように構成されることで、有機発光ダイオードに対して補償検出を
行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、
かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオー
ドに伝送し、
　前記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行うことを特徴とする画素回路
グループ。
【請求項８】
　前記スイッチモジュールは第１トランジスタであり、前記駆動モジュールは第２トラン
ジスタであり、前記補償モジュールは第３トランジスタであり、
　前記第１走査線が前記第１トランジスタのゲートに接続され、前記第１トランジスタの
ドレインが前記データ補償線に接続され、前記第１トランジスタのソースが前記第２トラ
ンジスタのゲートに接続され、前記第２トランジスタのドレインが前記駆動チップの電圧
ポートに接続することにより前記直流電圧を受信し、前記第２トランジスタのソースが前
記有機発光ダイオードのアノードに接続され、前記有機発光ダイオードのカソードが接地
され、前記第２走査線が前記第３トランジスタのゲートに接続され、前記第３トランジス
タのドレインが前記データ補償線に接続され、前記第３トランジスタのソースが前記有機
発光ダイオードのアノードに接続されていることを特徴とする請求項７項に記載の画素回
路グループ。
【請求項９】
　表示段階において、前記第１走査線がハイレベルの信号を出力するように構成されてお
り、前記第２走査線がローレベルの信号を出力するように構成されることで、前記第３ト
ランジスタをオフにし、前記第１トランジスタをオンにし、前記第２トランジスタをオフ
にし、
　前記データポートは、データ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジ
ュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送する
ように構成されていることを特徴とする請求項８項に記載の画素回路グループ。
【請求項１０】
　検出後の補償段階において、前記第１走査線は、さらに、ハイレベルの信号を出力する
ことにより前記第１トランジスタをオンにし、前記第２トランジスタをオンにして前記有
機発光ダイオードを起動するように構成されており、
　前記第１走査線が、さらに、ローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジ
スタをオンにし、第２トランジスタをオフにするように構成され、前記第２走査線が、さ
らに、ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにするように
構成されることで、前記有機発光ダイオードの電流を前記第３トランジスタ及び前記デー
タ補償線を順次に介して前記補償ポートに伝送して検出を行い、
　前記補償ポートは、補償が必要であると判断された場合に補償信号を出力し、かつ前記
第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して補償を行う
ように構成されていることを特徴とする請求項８に記載の画素回路グループ。
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【請求項１１】
　検出後の補償段階において、前記第１走査線は、さらに、ローレベルの信号を出力する
ことにより前記第１トランジスタをオフにし、前記第２トランジスタをオフにするように
構成されており、
　前記第２走査線は、さらに、ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジ
スタをオンにするように構成されており、
　前記データポートは、さらに、データ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第
３トランジスタを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発
光ダイオードを起動するように構成されており、
　前記補償ポートは、さらに、前記データ補償線及び前記第３トランジスタを順次に介し
て前記有機発光ダイオードの電流を検出するように構成され、補償が必要であると判断さ
れた場合に前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して補償信号を前記有機発光
ダイオードに出力するように構成されていることを特徴とする請求項８に記載の画素回路
グループ。
【請求項１２】
　前記第１走査線は、さらに、ローレベルの信号を出力する前にハイレベルの信号を出力
することにより前記第１トランジスタをオンにするように構成されており、
　前記データポートは、ローレベルの信号を出力し、前記データ補償線及び前記第１トラ
ンジスタを介して前記ローレベルの信号を前記第２トランジスタに伝送することにより前
記第２トランジスタをオフにすることを特徴とする請求項１１に記載の画素回路グループ
。
【請求項１３】
　駆動チップと、前記駆動チップに接続された請求項７～１２のいずれか１項に記載の画
素回路グループとを備えることを特徴とする有機発光表示装置。
 

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示分野に関し、特に、画素回路駆動方法、画素回路グループ及び有機発光
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、アクティブ有機発光表示装置の画素回路は、有機発光ダイオードを駆動して発光
させるために、一般に少なくとも２つの薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor、ＴＦ
Ｔ）と１つのキャパシタとを含む。ＴＦＴ自体の閾値電圧不均一の問題と有機発光材料の
老化の問題が同時に存在するため、有機発光ダイオードの駆動電流を変化させることによ
り有機発光ダイオードの輝度を変化させ、ひいては有機発光ディスプレイの表示ムラを引
き起こす。現在、業界では補償回路を追加することにより有機発光ディスプレイの表示ム
ラの問題を解決しているが、補償回路が多くの部品及び配線を含むため、画素有効表示開
口率（pixel effective display aperture ratio）及び解像度の低下をもたらす。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明の実施形態は、ディスプレイの表示ムラの問題を解決すると同時に画素有効表示
開口率及び解像度を向上させるための画素回路駆動方法を提供する。
【０００４】
　本発明は、画素回路グループ及び有機発光表示装置をさらに提供する。
【０００５】
　本発明は、画素回路駆動方法であって、
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　複数行の画素回路を提供することと、その中において、各行の画素回路はいずれも、ス
イッチモジュールと、駆動モジュールと、補償モジュールと、有機発光ダイオードと、第
１走査線と、第２走査線と、データ補償線とを備え、前記第１走査線が前記スイッチモジ
ュールに接続され、前記スイッチモジュールが前記駆動モジュールにさらに接続され、前
記スイッチモジュールが前記データ補償線にさらに接続され、前記駆動モジュールが直流
電圧を受信し、かつ前記有機発光ダイオードに接続され、前記第２走査線が前記補償モジ
ュールに接続され、前記補償モジュールが前記駆動モジュール及び前記有機発光ダイオー
ドにさらに接続され、前記複数行の画素回路におけるデータ補償線が同一であり、前記デ
ータ補償線が駆動チップのデータポート、補償ポート及び検出ポートに接続されており、
　第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオンにすることにより前記駆動モジュー
ルを起動するとともに、第２走査線を介して前記補償モジュールをオフにすることにより
前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジュ
ール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して表
示することと、
　前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールをオンにす
るとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより、有機発
光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポ
ートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記
補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことと、を含み、
　かつ前記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行う画素回路駆動方法を提
供する。
【０００６】
　ここで、前記スイッチモジュールは第１トランジスタであり、前記駆動モジュールは第
２トランジスタであり、前記補償モジュールは第３トランジスタであり、前記第１走査線
が前記第１トランジスタのゲートに接続され、前記第１トランジスタのドレインが前記デ
ータ補償線に接続され、前記第１トランジスタのソースが前記第２トランジスタのゲート
に接続され、前記第２トランジスタのドレインが前記駆動チップの電圧ポートに接続する
ことにより前記直流電圧を受信し、前記第２トランジスタのソースが前記有機発光ダイオ
ードのアノードに接続され、前記有機発光ダイオードのカソードが接地され、前記第２走
査線が前記第３トランジスタのゲートに接続され、前記第３トランジスタのドレインが前
記データ補償線に接続され、前記第３トランジスタのソースが前記有機発光ダイオードの
アノードに接続されている。
【０００７】
　ここで、前記第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオンにすることにより前記
駆動モジュールを起動するとともに、第２走査線を介して前記補償モジュールをオフにす
ることにより前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記ス
イッチモジュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオード
に伝送して表示することは、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力し、前記第２走査線を介してローレベ
ルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオフにし、前記第１トランジスタ
をオンにし、前記第２トランジスタをオンにし、前記データポートからデータ信号を出力
し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジュール及び駆動モジュールを介して前記デ
ータ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して表示することを含む。
【０００８】
　ここで、前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールを
オンにするとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより
、有機発光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前
記補償ポートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介
して前記補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことは、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
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をオンにし、前記第２トランジスタをオンにし、前記有機発光ダイオードを起動すること
と、
　前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介してハイレベ
ルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データ補償線及び
前記第３トランジスタを順次に介して前記有機発光ダイオードの電流を検出することと、
　補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、前記
データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオード
に伝送して補償を行うことと、を含む。
【０００９】
　ここで、前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールを
オンにするとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより
、有機発光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前
記補償ポートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介
して前記補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことは、
　前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオフにし、前記第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介してハイ
レベルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データポート
からデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記
データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発光ダイオードを起動すること
と、
　前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して有機発光ダイオードの電流を検出
することと、
　補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、かつ
前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオ
ードに伝送することと、を含む。
【００１０】
　ここで、前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トラ
ンジスタをオンにし、第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介して
ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データポ
ートからデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して
前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発光ダイオードを起動する
前に、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、前記データポートからローレベルの信号を出力し、かつ前記データ補償線及
び前記第１トランジスタを介して前記ローレベルの信号を前記第２トランジスタに伝送す
ることにより、前記第２トランジスタをオフにすることをさらに含む。
【００１１】
　本発明は、有機発光表示装置に適用する画素回路グループであって、
　前記画素回路グループは、複数行の画素回路を備え、
　各行の画素回路はいずれも、スイッチモジュールと、駆動モジュールと、補償モジュー
ルと、有機発光ダイオードと、第１走査線と、第２走査線と、データ補償線とを備え、
　前記第１走査線が前記スイッチモジュールに接続され、前記スイッチモジュールが前記
駆動モジュールにさらに接続され、前記スイッチモジュールが前記データ補償線にさらに
接続され、前記駆動モジュールが直流電圧を受信し、かつ前記有機発光ダイオードに接続
され、前記第２走査線が前記補償モジュールに接続され、前記補償モジュールが前記駆動
モジュール及び前記有機発光ダイオードにさらに接続され、前記複数行の画素回路におけ
るデータ補償線が同一であり、前記データ補償線が駆動チップのデータポート、補償ポー
ト及び検出ポートに接続されており、
　表示段階において、前記第１走査線は、前記スイッチモジュールをオンにすることによ
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り前記駆動モジュールを起動するように構成されており、前記第２走査線は、前記補償モ
ジュールをオフにすることにより前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記デ
ータ補償線、前記スイッチモジュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記
有機発光ダイオードに伝送するように構成されており、
　検出後の補償段階において、前記有機発光ダイオードが起動され、前記第２走査線が前
記補償モジュールをオンにするように構成されており、前記第１走査線が前記スイッチモ
ジュールをオフにするように構成されることで、有機発光ダイオードに対して補償検出を
行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、
かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオー
ドに伝送し、
　前記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行う画素回路グループを提供す
る。
【００１２】
　ここで、前記スイッチモジュールは第１トランジスタであり、前記駆動モジュールは第
２トランジスタであり、前記補償モジュールは第３トランジスタであり、
　前記第１走査線が前記第１トランジスタのゲートに接続され、前記第１トランジスタの
ドレインが前記データ補償線に接続され、前記第１トランジスタのソースが前記第２トラ
ンジスタのゲートに接続され、前記第２トランジスタのドレインが前記駆動チップの電圧
ポートに接続することにより前記直流電圧を受信し、前記第２トランジスタのソースが前
記有機発光ダイオードのアノードに接続され、前記有機発光ダイオードのカソードが接地
され、前記第２走査線が前記第３トランジスタのゲートに接続され、前記第３トランジス
タのドレインが前記データ補償線に接続され、前記第３トランジスタのソースが前記有機
発光ダイオードのアノードに接続されている。
【００１３】
　ここで、表示段階において、前記第１走査線がハイレベルの信号を出力するように構成
されており、前記第２走査線がローレベルの信号を出力するように構成されることで、前
記第３トランジスタをオフにし、前記第１トランジスタをオンにし、前記第２トランジス
タをオフにし、前記データポートは、データ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記
スイッチモジュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオー
ドに伝送するように構成されている。
【００１４】
　ここで、検出後の補償段階において、前記第１走査線は、さらに、ハイレベルの信号を
出力することにより前記第１トランジスタをオンにし、前記第２トランジスタをオンにし
て前記有機発光ダイオードを起動するように構成されており、
　前記第１走査線が、さらに、ローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジ
スタをオンにし、第２トランジスタをオフにするように構成され、前記第２走査線が、さ
らに、ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにするように
構成されることで、前記有機発光ダイオードの電流を前記第３トランジスタ及び前記デー
タ補償線を順次に介して前記補償ポートに伝送して検出を行い、
　前記補償ポートは、補償が必要であると判断された場合に補償信号を出力し、かつ前記
第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して補償を行う
ように構成されている。
【００１５】
　ここで、検出後の補償段階において、前記第１走査線は、さらに、ローレベルの信号を
出力することにより前記第１トランジスタをオフにし、前記第２トランジスタをオフにす
るように構成されており、
　前記第２走査線は、さらに、ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジ
スタをオンにするように構成されており、
　前記データポートは、さらに、データ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第
３トランジスタを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発
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光ダイオードを起動するように構成されており、
　前記補償ポートは、さらに、前記データ補償線及び前記第３トランジスタを順次に介し
て前記有機発光ダイオードの電流を検出するように構成され、補償が必要であると判断さ
れた場合に前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して補償信号を前記有機発光
ダイオードに出力するように構成されている。
【００１６】
　ここで、前記第１走査線は、さらに、ローレベルの信号を出力する前にハイレベルの信
号を出力することにより前記第１トランジスタをオンにするように構成されており、
　前記データポートは、ローレベルの信号を出力し、前記データ補償線及び前記第１トラ
ンジスタを介して前記ローレベルの信号を前記第２トランジスタに伝送することにより前
記第２トランジスタをオフにする。
【００１７】
　さらに、本発明は、駆動チップと、前記駆動チップに接続された前記画素回路グループ
とを備える有機発光表示装置を提供する。
【００１８】
　本発明に係る画素回路駆動方法は、複数行の画素回路を提供することと、第１走査線を
介して前記スイッチモジュールをオンにすることにより前記駆動モジュールを起動すると
ともに、第２走査線を介して前記補償モジュールをオフにすることにより前記データポー
トからデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジュール及び駆動モ
ジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して表示することと、
前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールをオンにする
とともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより、有機発光
ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポー
トを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記補
償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことと、を含み、各行の
画素回路はいずれも、スイッチモジュールと、駆動モジュールと、補償モジュールと、有
機発光ダイオードと、第１走査線と、第２走査線と、データ補償線とを備え、前記第１走
査線が前記スイッチモジュールに接続され、前記スイッチモジュールが前記駆動モジュー
ルにさらに接続され、前記スイッチモジュールが前記データ補償線にさらに接続され、前
記駆動モジュールが直流電圧を受信し、かつ前記有機発光ダイオードに接続され、前記第
２走査線が前記補償モジュールに接続され、前記補償モジュールが前記駆動モジュール及
び前記有機発光ダイオードにさらに接続され、前記複数行の画素回路におけるデータ補償
線が同一であり、前記データ補償線が駆動チップのデータポート、補償ポート及び検出ポ
ートに接続されており、前記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行う。前
記有機発光ダイオードが充電されて表示を行う時、又は前記有機発光ダイオードが補償を
行う時に、異なる配線により対応する機能をそれぞれ実行するのではなく、前記データ補
償線を共用する。したがって、前記画素回路は、使用される配線が減少し、画素有効表示
開口率及び解像度が大幅に向上する。
【００１９】
　以下、本発明の実施形態における技術的構成をより明確に説明するために、実施形態の
説明に必要な図面について簡単に述べる。下記の説明に係る図面は、本発明のいくつかの
実施形態に過ぎず、当業者にとって、創造的な努力なしにこれらの図面により他の図面を
得ることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本発明の第１の態様の第１実施形態に係る画素回路駆動方法のフローチ
ャートである。
【図２】図２は、本発明の第２の態様の実施形態に係る画素回路グループの回路図である
。
【図３】図３は、図１におけるステップ１０３のフローチャートである。
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【図４】図４は、本発明の第１の態様の第２実施形態に係る画素回路駆動方法のフローチ
ャートである。
【図５】図５は、本発明の第３の態様の実施形態に係る有機発光ディスプレイの回路図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態に係る図面を参照しながら、本発明の実施形態における技術的
構成を明確かつ完全に説明する。下記に説明した実施形態は、本発明のいくつかの実施形
態に過ぎず、すべての実施形態ではないことが明らかである。当業者が創造的な努力なし
に本発明の実施形態により得られた全ての他の実施形態は、本発明の保護範囲に属するも
のである。
【００２２】
　また、以下の各実施形態の説明は、添付図面を参照しながら本発明が実施され得る特定
の実施形態を例示するためのものである。本発明で言及されている「上」、「下」、「前
」、「後」、「左」、「右」、「内」、「外」、「側面」などの方向の用語は、添付図面
の方向を参照するものに過ぎない。したがって、使用される方向の用語は、本発明をより
良くかつより明確に説明し理解するためのものであり、装置又は構成物品が特定の向きを
有し、特定の向きに構成されかつ操作されなければならないことを特定又は示唆するもの
ではない。そのため、それらの用語は、本発明を限定するものとして理解されるべきでは
ない。
【００２３】
　本発明の説明において、別段の明記がない限り、用語「取り付ける」、「繋ぐ」、「接
続」は、広義に理解されるべきであり、例えば、固定接続、取り外し可能な接続、又は一
体的な接続であってもよく、機械的な接続であってもよく、直接的な接続、中間媒体を介
した間接的な接続、２つの素子の内部の連通であってもよい。当業者にとって、具体的な
状況に応じて、本発明における上記用語の具体的な意味を理解され得る。
【００２４】
　本発明の説明において、別段の明記がない限り、用語「複数」とは、２つ以上を意味す
る。本明細書中において「プロセス」という用語が現れる場合、それは独立したプロセス
を意味するだけでなく、他のプロセスと明確に区別できない場合、そのプロセスの意図さ
れた機能が実現され得る限り、本用語に含まれる。なお、本明細書において「～」を用い
て表される数値範囲は、「～」の前後に記載される数値をそれぞれ最小値及び最大値とし
て含む範囲を意味する。添付の図面において、類似又は同一の構造は、同じ参照番号で示
されている。
【００２５】
　図１及び図２を参照すると、本発明の第１の態様の第１実施形態に係る画素回路駆動方
法を示す。上記画素回路駆動方法は、下記のステップ１０１～１０３を含む。
【００２６】
　ステップ１０１では、複数行の画素回路を提供する。ここで、各行の画素回路１００は
いずれも、スイッチモジュールＱ１と、駆動モジュールＱ２と、補償モジュールＱ３と、
有機発光ダイオードＤと、第１走査線Ｌ１と、第２走査線Ｌ２と、データ補償線Ｐとを備
える。上記第１走査線Ｌ１が上記スイッチモジュールＱ１に接続され、上記スイッチモジ
ュールＱ１が上記駆動モジュールＱ２にさらに接続され、上記スイッチモジュールＱ２が
上記データ補償線Ｐにさらに接続されている。上記駆動モジュールＱ２は、直流電圧を受
信し、かつ上記有機発光ダイオードＤに接続されている。上記第２走査線Ｌ２が上記補償
モジュールＱ３に接続され、上記補償モジュールＱ３が上記駆動モジュールＱ２及び上記
有機発光ダイオードＤにさらに接続されている。上記複数行の画素回路におけるデータ補
償線Ｐは同一であり、駆動チップのデータポート、補償ポート及び検出ポートに接続され
ている。
【００２７】
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　なお、上記駆動モジュールＱ２は、上記駆動チップの電圧ポートに接続されて上記直流
電圧を受信することができる。
【００２８】
　ステップ１０２では、第１走査線Ｌ１を介して上記スイッチモジュールＱ１をオンにす
ることにより上記駆動モジュールＱ２を起動するとともに、第２走査線Ｌ２を介して上記
補償モジュールＱ３をオフにすることにより上記データポートからデータ信号を出力し、
かつ上記データ補償線Ｐ、上記スイッチモジュールＱ１及び駆動モジュールＱ２を介して
上記データ信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送して表示する。
【００２９】
　ここで、この時、上記有機発光ダイオードＤは、表示段階にある。
【００３０】
　ステップ１０３では、上記有機発光ダイオードＤを起動し、第２走査線Ｌ２を介して上
記補償モジュールＱ３をオンにするとともに第１走査線Ｌ１を介して上記スイッチモジュ
ールＱ１をオフにすることにより、有機発光ダイオードＤに対して補償検出を行い、補償
が必要であると判断された場合に上記補償ポートを介して補償信号を出力し、かつデータ
補償線Ｐ及び上記補償モジュールＱ３を介して上記補償信号を上記有機発光ダイオードＤ
に伝送して検出後の補償を行う。ここで、上記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及
び補償を行う。
【００３１】
　なお、上記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行うとは、現在行の画素
回路に対して充電、表示及び補償を行った後、次の行の画素回路に対して充電、表示及び
補償を行うことをさす。
【００３２】
　本実施形態では、上記画素回路１００において、上記有機発光ダイオードＤが充電され
て表示を行う時、又は上記有機発光ダイオードＤが補償を行う時に、上記画素回路１００
は、異なる配線により対応する機能をそれぞれ実行するのではなく、上記データ補償線Ｐ
を共用する。したがって、上記画素回路１００は、使用される配線が減少し、画素有効表
示開口率及び解像度が大幅に向上する。
【００３３】
　具体的には、上記スイッチモジュールＱ１は第１トランジスタであり、上記駆動モジュ
ールＱ２は第２トランジスタであり、上記補償モジュールＱ３は第３トランジスタである
。上記第１走査線Ｌ１が上記第１トランジスタのゲートに接続され、上記第１トランジス
タのドレインが上記データ補償線Ｐに接続され、上記第１トランジスタのソースが上記第
２トランジスタのゲートに接続されている。上記第２トランジスタのドレインは、上記駆
動チップの電圧ポートに接続することにより上記直流電圧を受信する。上記第２トランジ
スタのソースが上記有機発光ダイオードＤのアノードに接続され、上記有機発光ダイオー
ドＤのカソードが接地されている。上記第２走査線Ｌ２が上記第３トランジスタのゲート
に接続され、上記第３トランジスタのドレインが上記データ補償線Ｐに接続され、上記第
３トランジスタのソースが上記有機発光ダイオードＤのアノードに接続されている。
【００３４】
　さらに、上記ステップ１０２は、下記のステップを含む。
【００３５】
　すなわち、上記第１走査線Ｌ１を介してハイレベルの信号を出力し、上記第２走査線Ｌ
２を介してローレベルの信号を出力することにより上記第３トランジスタをオフにし、上
記第１トランジスタをオンにし、上記第２トランジスタをオンにし、上記データポートか
らデータ信号を出力し、かつ上記データ補償線Ｐ、上記スイッチモジュールＱ１及び駆動
モジュールＱ２を介して上記データ信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送して表示する
。
【００３６】
　続いて図３を参照すると、上記ステップ１０３は、下記のステップ１０３１～１０３３
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をさらに含む。
【００３７】
　ステップ１０３１では、上記第１走査線Ｌ１を介してハイレベルの信号を出力すること
により上記第１トランジスタをオンにし、上記第２トランジスタをオンにし、上記有機発
光ダイオードＤを起動する。
【００３８】
　なお、このステップは、第２トランジスタにより上記有機発光ダイオードＤを起動する
ステップである。
【００３９】
　ステップ１０３２では、上記第１走査線Ｌ１を介してローレベルの信号を出力すること
により上記第１トランジスタをオンにし、第２トランジスタをオフにするとともに、上記
第２走査線Ｌ２を介してハイレベルの信号を出力することにより上記第３トランジスタを
オンにする。上記検出ポートは、上記データ補償線Ｐ及び上記第３トランジスタを順次に
介して上記有機発光ダイオードＤの電流を検出する。
【００４０】
　ステップ１０３３では、補償が必要であると判断された場合に上記補償ポートを介して
補償信号を出力し、かつ上記データ補償線Ｐ及び上記第３トランジスタを介して上記補償
信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送して補償を行う。
【００４１】
　なお、上記駆動チップは、検出ポートを介して受信された有機発光ダイオードＤの電流
に応じて上記第２トランジスタによって起動された有機発光ダイオードＤの電流オフセッ
トを確定し、上記補償ポートを制御して補償信号を出力し、かつ上記データ補償線Ｐを介
して上記補償信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送することにより、上記有機発光ダイ
オードＤの電流をプリセット電流に調整して補償を実現することができる。
【００４２】
　本実施形態では、上記第１～第３トランジスタは、薄膜トランジスタである。
【００４３】
　図４を参照すると、本発明の第１の態様の第２実施形態に係る画素回路駆動方法を示す
。上記第２実施形態に係る画素回路駆動方法は、上記第１実施形態に係る画素回路駆動方
法と類似して（すなわち、ステップ１０１～１０２と同様である）、相違点が以下の通り
である。上記ステップにおいて、上記有機発光ダイオードＤを起動し、第２走査線Ｌ２を
介して上記補償モジュールＱ３をオンにするとともに第１走査線Ｌ１を介して上記スイッ
チモジュールＱ１をオフにすることにより、有機発光ダイオードＤに対して補償検出を行
い、補償が必要であると判断された場合に上記補償ポートを介して補償信号を出力し、か
つデータ補償線Ｐ及び上記補償モジュールＱ３を介して上記補償信号を上記有機発光ダイ
オードＤに伝送して検出後の補償を行うことは、下記のステップ４０１～４０３を含む。
【００４４】
　ステップ４０１では、上記第１走査線Ｌ１を介してローレベルの信号を出力することに
より上記第１トランジスタをオフにし、上記第２トランジスタをオフにするとともに、上
記第２走査線Ｌ２を介してハイレベルの信号を出力することにより上記第３トランジスタ
をオンにし、上記データポートからデータ信号を出力し、かつ上記データ補償線Ｐ及び上
記第３トランジスタを介して上記データ信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送して上記
有機発光ダイオードＤを起動する。
【００４５】
　なお、このステップは、上記第３トランジスタにより有機発光ダイオードＤを起動する
ステップである。
【００４６】
　ステップ４０２では、上記データ補償線Ｐ及び上記第３トランジスタを介して有機発光
ダイオードＤの電流を検出する。
【００４７】
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　ステップ４０３では、補償が必要であると判断された場合に上記補償ポートを介して補
償信号を出力し、かつ上記データ補償線及び上記第３トランジスタを介して上記補償信号
を上記有機発光ダイオードに伝送する。
【００４８】
　なお、上記駆動チップは、検出ポートを介して受信された有機発光ダイオードＤの電流
に応じて上記第２トランジスタによって起動された有機発光ダイオードＤの電流オフセッ
トを確定し、上記補償ポートを制御して補償信号を出力し、かつ上記データ補償線Ｐを介
して上記補償信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送することにより、上記有機発光ダイ
オードＤの電流をプリセット電流に調整して補償を実現することができる。
【００４９】
　さらに、上記ステップ４０１の前に、下記のステップを含んでも良い。
【００５０】
　すなわち、上記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力することにより上記第１ト
ランジスタをオンにし、上記データポートを介してローレベルの信号を出力し、上記デー
タ補償線及び上記第１トランジスタを介して上記ローレベルの信号を上記第２トランジス
タに伝送することにより上記第２トランジスタをオフにする。
【００５１】
　なお、本実施形態では第３トランジスタによって起動された有機発光ダイオードＤを検
出するので、このステップにおいて、第２トランジスタからの影響を避けるために、検出
補償を行う前に上記第２トランジスタをオフにする必要がある。
【００５２】
　なお、本発明に係る画素回路駆動方法は、液晶表示装置にも適用可能である。
【００５３】
　続いて図２を参照すると、本発明の第２の態様の第１実施形態に係る画素回路グループ
２００を示す。上記画素回路グループ２００は、有機発光表示装置に適用可能である。上
記画素回路グループ２００は、複数行の画素回路１０１を備える。各行の画素回路１００
はいずれも、スイッチモジュール１０と、駆動モジュール２０と、補償モジュール３０と
、有機発光ダイオードＤと、第１走査線Ｌ１と、第２走査線Ｌ２と、データ補償線Ｐとを
備える。上記第１走査線Ｌが上記スイッチモジュールＱ１に接続され、上記スイッチモジ
ュールＱ１が上記駆動モジュールＱ２にさらに接続され、上記スイッチモジュールＱ１が
上記データ補償線Ｐにさらに接続されている。上記駆動モジュールＱ２は、直流電圧を受
信し、かつ上記有機発光ダイオードＤに接続されている。上記第２走査線Ｌ２が上記補償
モジュールＱ３に接続され、上記補償モジュールＱ３が上記駆動モジュールＱ２及び上記
有機発光ダイオードＤにさらに接続されている。上記複数行の画素回路におけるデータ補
償線Ｐは同一であり、駆動チップのデータポート、補償ポート及び検出ポートに接続され
ている。表示段階において、上記第１走査線Ｌ１は、上記スイッチモジュールＱ１をオン
にすることにより上記駆動モジュールＱ２を起動するように構成されており、上記第２走
査線Ｌ２は、上記補償モジュールＱ３をオフにすることにより上記データポートからデー
タ信号を出力し、かつ上記データ補償線Ｐ、上記スイッチモジュールＱ１及び駆動モジュ
ールＱ２を介して上記データ信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送するように構成され
ている。検出後の補償段階において、上記有機発光ダイオードＤが起動され、上記第２走
査線Ｌ２が上記補償モジュールＱ３をオンにするように構成されており、上記第１走査線
Ｌ１が上記スイッチモジュールＱ１をオフにするように構成されることで、有機発光ダイ
オードＤに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に上記補償ポート
を介して補償信号を出力し、かつデータ補償線Ｐ及び上記補償モジュールＱ３を介して上
記補償信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送する。ここで、上記複数行の画素回路に対
して行ごとに表示及び補償を行う。
【００５４】
　なお、上記駆動モジュールＱ２は、上記駆動チップの電圧ポートに接続されて上記直流
電圧を受信することができる。上記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行
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うとは、現在行の画素回路に対して充電、表示及び補償を行った後、次の行の画素回路に
対して充電、表示及び補償を行うことをさす。
【００５５】
　本実施形態では、上記画素回路１００において、上記有機発光ダイオードＤが充電され
て表示を行う時、又は上記有機発光ダイオードＤが補償を行う時に、上記画素回路１００
は、異なる配線により対応する機能をそれぞれ実行するのではなく、上記データ補償線Ｐ
を共用する。したがって、上記画素回路１００は、使用される配線が減少し、画素有効表
示開口率及び解像度が大幅に向上する。
【００５６】
　具体的には、上記スイッチモジュールＱ１は第１トランジスタであり、上記駆動モジュ
ールＱ２は第２トランジスタであり、上記補償モジュールＱ３は第３トランジスタである
。上記第１走査線Ｌ１が上記第１トランジスタのゲートに接続され、上記第１トランジス
タのドレインが上記データ補償線Ｐに接続され、上記第１トランジスタのソースが上記第
２トランジスタのゲートに接続されている。上記第２トランジスタのドレインは、上記駆
動チップの電圧ポートに接続することにより上記直流電圧を受信する。上記第２トランジ
スタのソースが上記有機発光ダイオードＤのアノードに接続され、上記有機発光ダイオー
ドＤのカソードが接地されている。上記第２走査線Ｌ２が上記第３トランジスタのゲート
に接続され、上記第３トランジスタのドレインが上記データ補償線Ｐに接続され、上記第
３トランジスタのソースが上記有機発光ダイオードＤのアノードに接続されている。
【００５７】
　さらに、表示段階において、上記第１走査線Ｌ１がハイレベルの信号を出力するように
構成されており、上記第２走査線Ｌ２がローレベルの信号を出力するように構成されるこ
とで、上記第３トランジスタをオフにし、上記第１トランジスタをオンにし、上記第２ト
ランジスタをオフにする。上記データポートは、データ信号を出力し、かつ上記データ補
償線Ｐ、上記スイッチモジュールＱ１及び駆動模Ｑ２を介して上記データ信号を上記有機
発光ダイオードＤに伝送するように構成されている。
【００５８】
　検出後の補償段階において、上記第１走査線Ｌ１は、さらに、ハイレベルの信号を出力
することにより上記第１トランジスタをオンにし、上記第２トランジスタをオンにして上
記有機発光ダイオードＤを起動するように構成されている。上記第１走査線Ｌ１が、さら
に、ローレベルの信号を出力することにより上記第１トランジスタをオンにし、第２トラ
ンジスタをオフにするように構成され、上記第２走査線Ｌ２が、さらに、ハイレベルの信
号を出力することにより上記第３トランジスタをオンにするように構成されることで、上
記有機発光ダイオードＤの電流を上記第３トランジスタ及び上記データ補償線Ｐを順次に
介して上記補償ポートに伝送して検出を行う。さらに、上記補償ポートは、補償が必要で
あると判断された場合に補償信号を出力し、かつ上記第３トランジスタを介して上記補償
信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送して補償を行うように構成されている。
【００５９】
　なお、本実施形態において、上記第１走査線Ｌ１は、第２トランジスタにより上記有機
発光ダイオードＤを起動する。上記駆動チップは、検出ポートを介して受信された有機発
光ダイオードＤの電流に応じて上記第２トランジスタによって起動された有機発光ダイオ
ードＤの電流オフセットを確定し、上記補償ポートを制御して補償信号を出力し、かつ上
記データ補償線Ｐを介して上記補償信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送することによ
り、上記有機発光ダイオードＤの電流をプリセット電流に調整して補償を実現することが
できる。
【００６０】
　他の実施形態では、上記有機発光ダイオードＤは、第３トランジスタによって起動され
てもよい。すなわち、検出後の補償段階において、上記第１走査線Ｌ１は、さらに、ロー
レベルの信号を出力することにより上記第１トランジスタをオフにし、上記第２トランジ
スタをオフにするように構成されている。上記第２走査線は、さらに、ハイレベルの信号
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を出力することにより上記第３トランジスタをオンにするように構成されている。上記デ
ータポートは、さらに、データ信号を出力し、かつ上記データ補償線Ｐ及び上記第３トラ
ンジスタを介して上記データ信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送して上記有機発光ダ
イオードＤを起動するように構成されている。上記補償ポートは、さらに、上記データ補
償線Ｐ及び上記第３トランジスタを順次に介して上記有機発光ダイオードＤの電流を検出
するように構成され、補償が必要であると判断された場合に上記データ補償線Ｐ及び上記
第３トランジスタを介して補償信号を上記有機発光ダイオードＤに出力するように構成さ
れている。
【００６１】
　ここで、上記駆動チップは、検出ポートを介して受信された有機発光ダイオードＤの電
流に応じて上記第２トランジスタによって起動された有機発光ダイオードＤの電流オフセ
ットを確定し、上記補償ポートを制御して補償信号を出力し、かつ上記データ補償線Ｐを
介して上記補償信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送することにより、上記有機発光ダ
イオードＤの電流をプリセット電流に調整して補償を実現することができる。
【００６２】
　なお、第３トランジスタによって起動された有機発光ダイオードＤを検出する場合、第
２トランジスタからの影響を避けるために、検出補償を行う前に上記第２トランジスタを
オフにする必要がある。したがって、上記第１走査線Ｌ１は、さらに、ローレベルの信号
を出力する前にハイレベルの信号を出力することにより上記第１トランジスタをオンにす
るように構成されている。上記データポートは、ローレベルの信号を出力し、上記データ
補償線Ｐ及び上記第１トランジスタを介して上記第２トランジスタに伝送することにより
上記第２トランジスタをオフにする。
【００６３】
　なお、上記画素回路グループ２００は、液晶表示装置にも適用可能である。
【００６４】
　図５を参照すると、本発明の第３の態様に係る有機発光表示装置５００を示す。上記有
機発光表示装置は、駆動チップ５１０と、上記駆動チップ５１０に接続された上記画素回
路グループ２００とを備える。上記画素回路グループ２００については上述した第２の態
様で詳細に説明したので、ここでその説明を省略する。
【００６５】
　本実施形態では、上記有機発光表示装置５００は、上記画素回路１００を含む。上記画
素回路１００において、上記有機発光ダイオードＤが充電されて表示を行う時、又は上記
有機発光ダイオードＤが補償を行う時に、上記画素回路１００は、異なる配線により対応
する機能をそれぞれ実行するのではなく、上記データ補償線Ｐを共用する。したがって、
上記画素回路１００は、使用される配線が減少し、有機発光表示装置５００の画素有効表
示開口率及び解像度が大幅に向上する。
【００６６】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、当業者は、本発明の原理や要旨
を逸脱しない範囲でこれらの実施形態に対して複数の改良及び修飾を行うことが可能であ
る。これらの改良及び修飾は、本発明の保護範囲に属するものと理解されるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月14日(2019.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　ここで、前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールを
オンにするとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより
、有機発光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前
記補償ポートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介
して前記補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことは、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、前記第２トランジスタをオンにし、前記有機発光ダイオードを起動すること
と、
　前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオフにし、第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介してハイレベ
ルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データ補償線及び
前記第３トランジスタを順次に介して前記有機発光ダイオードの電流を検出することと、
　補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、前記
データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオード
に伝送して補償を行うことと、を含む。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　ここで、検出後の補償段階において、前記第１走査線は、さらに、ハイレベルの信号を
出力することにより前記第１トランジスタをオンにし、前記第２トランジスタをオンにし
て前記有機発光ダイオードを起動するように構成されており、
　前記第１走査線が、さらに、ローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジ
スタをオフにし、第２トランジスタをオフにするように構成され、前記第２走査線が、さ
らに、ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにするように
構成されることで、前記有機発光ダイオードの電流を前記第３トランジスタ及び前記デー
タ補償線を順次に介して前記補償ポートに伝送して検出を行い、
　前記補償ポートは、補償が必要であると判断された場合に補償信号を出力し、かつ前記
第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して補償を行う
ように構成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　ステップ１０３２では、上記第１走査線Ｌ１を介してローレベルの信号を出力すること
により上記第１トランジスタをオフにし、第２トランジスタをオフにするとともに、上記
第２走査線Ｌ２を介してハイレベルの信号を出力することにより上記第３トランジスタを
オンにする。上記検出ポートは、上記データ補償線Ｐ及び上記第３トランジスタを順次に
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介して上記有機発光ダイオードＤの電流を検出する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　続いて図２を参照すると、本発明の第２の態様の第１実施形態に係る画素回路グループ
２００を示す。上記画素回路グループ２００は、有機発光表示装置に適用可能である。上
記画素回路グループ２００は、複数行の画素回路１００を備える。各行の画素回路１００
はいずれも、スイッチモジュールと、駆動モジュールと、補償モジュールと、有機発光ダ
イオードＤと、第１走査線Ｌ１と、第２走査線Ｌ２と、データ補償線Ｐとを備える。上記
第１走査線Ｌが上記スイッチモジュールＱ１に接続され、上記スイッチモジュールＱ１が
上記駆動モジュールＱ２にさらに接続され、上記スイッチモジュールＱ１が上記データ補
償線Ｐにさらに接続されている。上記駆動モジュールＱ２は、直流電圧を受信し、かつ上
記有機発光ダイオードＤに接続されている。上記第２走査線Ｌ２が上記補償モジュールＱ
３に接続され、上記補償モジュールＱ３が上記駆動モジュールＱ２及び上記有機発光ダイ
オードＤにさらに接続されている。上記複数行の画素回路におけるデータ補償線Ｐは同一
であり、駆動チップのデータポート、補償ポート及び検出ポートに接続されている。表示
段階において、上記第１走査線Ｌ１は、上記スイッチモジュールＱ１をオンにすることに
より上記駆動モジュールＱ２を起動するように構成されており、上記第２走査線Ｌ２は、
上記補償モジュールＱ３をオフにすることにより上記データポートからデータ信号を出力
し、かつ上記データ補償線Ｐ、上記スイッチモジュールＱ１及び駆動モジュールＱ２を介
して上記データ信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送するように構成されている。検出
後の補償段階において、上記有機発光ダイオードＤが起動され、上記第２走査線Ｌ２が上
記補償モジュールＱ３をオンにするように構成されており、上記第１走査線Ｌ１が上記ス
イッチモジュールＱ１をオフにするように構成されることで、有機発光ダイオードＤに対
して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に上記補償ポートを介して補償
信号を出力し、かつデータ補償線Ｐ及び上記補償モジュールＱ３を介して上記補償信号を
上記有機発光ダイオードＤに伝送する。ここで、上記複数行の画素回路に対して行ごとに
表示及び補償を行う。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　検出後の補償段階において、上記第１走査線Ｌ１は、さらに、ハイレベルの信号を出力
することにより上記第１トランジスタをオンにし、上記第２トランジスタをオンにして上
記有機発光ダイオードＤを起動するように構成されている。上記第１走査線Ｌ１が、さら
に、ローレベルの信号を出力することにより上記第１トランジスタをオフにし、第２トラ
ンジスタをオフにするように構成され、上記第２走査線Ｌ２が、さらに、ハイレベルの信
号を出力することにより上記第３トランジスタをオンにするように構成されることで、上
記有機発光ダイオードＤの電流を上記第３トランジスタ及び上記データ補償線Ｐを順次に
介して上記補償ポートに伝送して検出を行う。さらに、上記補償ポートは、補償が必要で
あると判断された場合に補償信号を出力し、かつ上記第３トランジスタを介して上記補償
信号を上記有機発光ダイオードＤに伝送して補償を行うように構成されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素回路駆動方法であって、
　複数行の画素回路を提供することと、その中において、各行の画素回路はいずれも、ス
イッチモジュールと、駆動モジュールと、補償モジュールと、有機発光ダイオードと、第
１走査線と、第２走査線と、データ補償線とを備え、前記第１走査線が前記スイッチモジ
ュールに接続され、前記スイッチモジュールが前記駆動モジュールにさらに接続され、前
記スイッチモジュールが前記データ補償線にさらに接続され、前記駆動モジュールが直流
電圧を受信し、かつ前記有機発光ダイオードに接続され、前記第２走査線が前記補償モジ
ュールに接続され、前記補償モジュールが前記駆動モジュール及び前記有機発光ダイオー
ドにさらに接続され、前記複数行の画素回路におけるデータ補償線が同一であり、前記デ
ータ補償線が駆動チップのデータポート、補償ポート及び検出ポートに接続されており、
　第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオンにすることにより前記駆動モジュー
ルを起動するとともに、第２走査線を介して前記補償モジュールをオフにすることにより
前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジュ
ール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して表
示することと、
　前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールをオンにす
るとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより、有機発
光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポ
ートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記
補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことと、を含み、　
　かつ前記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行うことを特徴とする画素
回路駆動方法。
【請求項２】
　前記スイッチモジュールは第１トランジスタであり、前記駆動モジュールは第２トラン
ジスタであり、前記補償モジュールは第３トランジスタであり、
　前記第１走査線が前記第１トランジスタのゲートに接続され、前記第１トランジスタの
ドレインが前記データ補償線に接続され、前記第１トランジスタのソースが前記第２トラ
ンジスタのゲートに接続され、前記第２トランジスタのドレインが前記駆動チップの電圧
ポートに接続することにより前記直流電圧を受信し、前記第２トランジスタのソースが前
記有機発光ダイオードのアノードに接続され、前記有機発光ダイオードのカソードが接地
され、前記第２走査線が前記第３トランジスタのゲートに接続され、前記第３トランジス
タのドレインが前記データ補償線に接続され、前記第３トランジスタのソースが前記有機
発光ダイオードのアノードに接続されていることを特徴とする請求項１に記載の画素回路
駆動方法。
【請求項３】
　前記第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオンにすることにより前記駆動モジ
ュールを起動するとともに、第２走査線を介して前記補償モジュールをオフにすることに
より前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモ
ジュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送し
て表示することは、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力し、前記第２走査線を介してローレベ
ルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオフにし、前記第１トランジスタ
をオンにし、前記第２トランジスタをオンにし、前記データポートからデータ信号を出力
し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジュール及び駆動モジュールを介して前記デ
ータ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して表示することを含むことを特徴とする請求
項２に記載の画素回路駆動方法。
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【請求項４】
　前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールをオンにす
るとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより、有機発
光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポ
ートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記
補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことは、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、前記第２トランジスタをオンにし、前記有機発光ダイオードを起動すること
と、
　前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオフにし、第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介してハイレベ
ルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データ補償線及び
前記第３トランジスタを順次に介して前記有機発光ダイオードの電流を検出することと、
　補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、前記
データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオード
に伝送して補償を行うことと、を含むことを特徴とする請求項２に記載の画素回路駆動方
法。
【請求項５】
　前記有機発光ダイオードを起動し、第２走査線を介して前記補償モジュールをオンにす
るとともに第１走査線を介して前記スイッチモジュールをオフにすることにより、有機発
光ダイオードに対して補償検出を行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポ
ートを介して補償信号を出力し、かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記
補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して検出後の補償を行うことは、
　前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオフにし、前記第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介してハイ
レベルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データポート
からデータ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記
データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発光ダイオードを起動すること
と、
　前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して有機発光ダイオードの電流を検出
することと、
　補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、かつ
前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオ
ードに伝送することと、を含むことを特徴とする請求項２に記載の画素回路駆動方法。
【請求項６】
　前記第１走査線を介してローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、第２トランジスタをオフにするとともに、前記第２走査線を介してハイレベ
ルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにし、前記データポートから
データ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して前記デー
タ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発光ダイオードを起動する前に、
　前記第１走査線を介してハイレベルの信号を出力することにより前記第１トランジスタ
をオンにし、前記データポートからローレベルの信号を出力し、かつ前記データ補償線及
び前記第１トランジスタを介して前記ローレベルの信号を前記第２トランジスタに伝送す
ることにより、前記第２トランジスタをオフにすることをさらに含むことを特徴とする請
求項５に記載の画素回路駆動方法。
【請求項７】
　有機発光表示装置に適用する画素回路グループであって、
　前記画素回路グループは、複数行の画素回路を備え、
　各行の画素回路はいずれも、スイッチモジュールと、駆動モジュールと、補償モジュー
ルと、有機発光ダイオードと、第１走査線と、第２走査線と、データ補償線とを備え、
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　前記第１走査線が前記スイッチモジュールに接続され、前記スイッチモジュールが前記
駆動モジュールにさらに接続され、前記スイッチモジュールが前記データ補償線にさらに
接続され、前記駆動モジュールが直流電圧を受信し、かつ前記有機発光ダイオードに接続
され、前記第２走査線が前記補償モジュールに接続され、前記補償モジュールが前記駆動
モジュール及び前記有機発光ダイオードにさらに接続され、前記複数行の画素回路におけ
るデータ補償線が同一であり、前記データ補償線が駆動チップのデータポート、補償ポー
ト及び検出ポートに接続されており、
　表示段階において、前記第１走査線は、前記スイッチモジュールをオンにすることによ
り前記駆動モジュールを起動するように構成されており、前記第２走査線は、前記補償モ
ジュールをオフにすることにより前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記デ
ータ補償線、前記スイッチモジュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記
有機発光ダイオードに伝送するように構成されており、
　検出後の補償段階において、前記有機発光ダイオードが起動され、前記第２走査線が前
記補償モジュールをオンにするように構成されており、前記第１走査線が前記スイッチモ
ジュールをオフにするように構成されることで、有機発光ダイオードに対して補償検出を
行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、
かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオー
ドに伝送し、
　前記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行うことを特徴とする画素回路
グループ。
【請求項８】
　前記スイッチモジュールは第１トランジスタであり、前記駆動モジュールは第２トラン
ジスタであり、前記補償モジュールは第３トランジスタであり、
　前記第１走査線が前記第１トランジスタのゲートに接続され、前記第１トランジスタの
ドレインが前記データ補償線に接続され、前記第１トランジスタのソースが前記第２トラ
ンジスタのゲートに接続され、前記第２トランジスタのドレインが前記駆動チップの電圧
ポートに接続することにより前記直流電圧を受信し、前記第２トランジスタのソースが前
記有機発光ダイオードのアノードに接続され、前記有機発光ダイオードのカソードが接地
され、前記第２走査線が前記第３トランジスタのゲートに接続され、前記第３トランジス
タのドレインが前記データ補償線に接続され、前記第３トランジスタのソースが前記有機
発光ダイオードのアノードに接続されていることを特徴とする請求項７に記載の画素回路
グループ。
【請求項９】
　表示段階において、前記第１走査線がハイレベルの信号を出力するように構成されてお
り、前記第２走査線がローレベルの信号を出力するように構成されることで、前記第３ト
ランジスタをオフにし、前記第１トランジスタをオンにし、前記第２トランジスタをオフ
にし、
　前記データポートは、データ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジ
ュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送する
ように構成されていることを特徴とする請求項８に記載の画素回路グループ。
【請求項１０】
　検出後の補償段階において、前記第１走査線は、さらに、ハイレベルの信号を出力する
ことにより前記第１トランジスタをオンにし、前記第２トランジスタをオンにして前記有
機発光ダイオードを起動するように構成されており、
　前記第１走査線が、さらに、ローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジ
スタをオフにし、第２トランジスタをオフにするように構成され、前記第２走査線が、さ
らに、ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにするように
構成されることで、前記有機発光ダイオードの電流を前記第３トランジスタ及び前記デー
タ補償線を順次に介して前記補償ポートに伝送して検出を行い、
　前記補償ポートは、補償が必要であると判断された場合に補償信号を出力し、かつ前記
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第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して補償を行う
ように構成されていることを特徴とする請求項８に記載の画素回路グループ。
【請求項１１】
　検出後の補償段階において、前記第１走査線は、さらに、ローレベルの信号を出力する
ことにより前記第１トランジスタをオフにし、前記第２トランジスタをオフにするように
構成されており、
　前記第２走査線は、さらに、ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジ
スタをオンにするように構成されており、
　前記データポートは、さらに、データ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第
３トランジスタを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発
光ダイオードを起動するように構成されており、
　前記補償ポートは、さらに、前記データ補償線及び前記第３トランジスタを順次に介し
て前記有機発光ダイオードの電流を検出するように構成され、補償が必要であると判断さ
れた場合に前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して補償信号を前記有機発光
ダイオードに出力するように構成されていることを特徴とする請求項８に記載の画素回路
グループ。
【請求項１２】
　前記第１走査線は、さらに、ローレベルの信号を出力する前にハイレベルの信号を出力
することにより前記第１トランジスタをオンにするように構成されており、
　前記データポートは、ローレベルの信号を出力し、前記データ補償線及び前記第１トラ
ンジスタを介して前記ローレベルの信号を前記第２トランジスタに伝送することにより前
記第２トランジスタをオフにすることを特徴とする請求項１１に記載の画素回路グループ
。
【請求項１３】
　有機発光表示装置であって、
　駆動チップと、前記駆動チップに接続された画素回路グループとを備え、
　前記画素回路グループは、複数行の画素回路を備え、
　各行の画素回路はいずれも、スイッチモジュールと、駆動モジュールと、補償モジュー
ルと、有機発光ダイオードと、第１走査線と、第２走査線と、データ補償線とを備え、
　前記第１走査線が前記スイッチモジュールに接続され、前記スイッチモジュールが前記
駆動モジュールにさらに接続され、前記スイッチモジュールが前記データ補償線にさらに
接続され、前記駆動モジュールが直流電圧を受信し、かつ前記有機発光ダイオードに接続
され、前記第２走査線が前記補償モジュールに接続され、前記補償モジュールが前記駆動
モジュール及び前記有機発光ダイオードにさらに接続され、前記複数行の画素回路におけ
るデータ補償線が同一であり、前記データ補償線が駆動チップのデータポート、補償ポー
ト及び検出ポートに接続されており、
　表示段階において、前記第１走査線は、前記スイッチモジュールをオンにすることによ
り前記駆動モジュールを起動するように構成されており、前記第２走査線は、前記補償モ
ジュールをオフにすることにより前記データポートからデータ信号を出力し、かつ前記デ
ータ補償線、前記スイッチモジュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記
有機発光ダイオードに伝送するように構成されており、
　検出後の補償段階において、前記有機発光ダイオードが起動され、前記第２走査線が前
記補償モジュールをオンにするように構成されており、前記第１走査線が前記スイッチモ
ジュールをオフにするように構成されることで、有機発光ダイオードに対して補償検出を
行い、補償が必要であると判断された場合に前記補償ポートを介して補償信号を出力し、
かつデータ補償線及び前記補償モジュールを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオー
ドに伝送し、
　前記複数行の画素回路に対して行ごとに表示及び補償を行うことを特徴とする有機発光
表示装置。
【請求項１４】
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　前記スイッチモジュールは第１トランジスタであり、前記駆動モジュールは第２トラン
ジスタであり、前記補償モジュールは第３トランジスタであり、
　前記第１走査線が前記第１トランジスタのゲートに接続され、前記第１トランジスタの
ドレインが前記データ補償線に接続され、前記第１トランジスタのソースが前記第２トラ
ンジスタのゲートに接続され、前記第２トランジスタのドレインが前記駆動チップの電圧
ポートに接続することにより前記直流電圧を受信し、前記第２トランジスタのソースが前
記有機発光ダイオードのアノードに接続され、前記有機発光ダイオードのカソードが接地
され、前記第２走査線が前記第３トランジスタのゲートに接続され、前記第３トランジス
タのドレインが前記データ補償線に接続され、前記第３トランジスタのソースが前記有機
発光ダイオードのアノードに接続されていることを特徴とする請求項１３に記載の有機発
光表示装置。
【請求項１５】
　表示段階において、前記第１走査線がハイレベルの信号を出力するように構成されてお
り、前記第２走査線がローレベルの信号を出力するように構成されることで、前記第３ト
ランジスタをオフにし、前記第１トランジスタをオンにし、前記第２トランジスタをオフ
にし、
　前記データポートは、データ信号を出力し、かつ前記データ補償線、前記スイッチモジ
ュール及び駆動モジュールを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送する
ように構成されていることを特徴とする請求項１４に記載の有機発光表示装置。
【請求項１６】
　検出後の補償段階において、前記第１走査線は、さらに、ハイレベルの信号を出力する
ことにより前記第１トランジスタをオンにし、前記第２トランジスタをオンにして前記有
機発光ダイオードを起動するように構成されており、
　前記第１走査線が、さらに、ローレベルの信号を出力することにより前記第１トランジ
スタをオフにし、第２トランジスタをオフにするように構成され、前記第２走査線が、さ
らに、ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジスタをオンにするように
構成されることで、前記有機発光ダイオードの電流を前記第３トランジスタ及び前記デー
タ補償線を順次に介して前記補償ポートに伝送して検出を行い、
　前記補償ポートは、補償が必要であると判断された場合に補償信号を出力し、かつ前記
第３トランジスタを介して前記補償信号を前記有機発光ダイオードに伝送して補償を行う
ように構成されていることを特徴とする請求項１４に記載の有機発光表示装置。
【請求項１７】
　検出後の補償段階において、前記第１走査線は、さらに、ローレベルの信号を出力する
ことにより前記第１トランジスタをオフにし、前記第２トランジスタをオフにするように
構成されており、
　前記第２走査線は、さらに、ハイレベルの信号を出力することにより前記第３トランジ
スタをオンにするように構成されており、
　前記データポートは、さらに、データ信号を出力し、かつ前記データ補償線及び前記第
３トランジスタを介して前記データ信号を前記有機発光ダイオードに伝送して前記有機発
光ダイオードを起動するように構成されており、
　前記補償ポートは、さらに、前記データ補償線及び前記第３トランジスタを順次に介し
て前記有機発光ダイオードの電流を検出するように構成され、補償が必要であると判断さ
れた場合に前記データ補償線及び前記第３トランジスタを介して補償信号を前記有機発光
ダイオードに出力するように構成されていることを特徴とする請求項１４に記載の有機発
光表示装置。
【請求項１８】
　前記第１走査線は、さらに、ローレベルの信号を出力する前にハイレベルの信号を出力
することにより前記第１トランジスタをオンにするように構成されており、
　前記データポートは、ローレベルの信号を出力し、前記データ補償線及び前記第１トラ
ンジスタを介して前記ローレベルの信号を前記第２トランジスタに伝送することにより前
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記第２トランジスタをオフにすることを特徴とする請求項１７に記載の有機発光表示装置
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】
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摘要(译)

提供包括开关模块，驱动模块，补偿模块，有机发光二极管，第一扫描
线，第二扫描线和数据补偿线的多行像素电路，并通过第一扫描线接通
开关模块。 要激活驱动模块，请通过第二条扫描线关闭补偿模块，以从
数据端口输出数据信号，然后通过数据补偿线，开关模块和驱动模块输
出数据信号。 通过传输至用于显示的发光二极管，激活有机发光二极
管，通过第二扫描线打开补偿模块，以及通过第一扫描线关闭开关模
块，有机发光二极管 进行补偿检测，如果需要补偿，则通过补偿端口输
出补偿信号，并执行数据补偿。 和像素电路的驱动方法包括：通过通过
所述补偿模块发送的补偿信号至有机发光二极管执行用于各行的显示和
补偿。 [选型图]图1
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